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前回の検討委員会からの進ちょく

取
組
状
況

 前回の検討以降、普及実践WGを３回（計５回）開催。知財創造教育の
普及・実践に向けたアクションプランや推進基盤体制についてとりまとめた

 地域コンソーシアム（東北・関東・中国・四国）の構築を支援

 知財創造教育の効果の可視化について検討

 教科書の「知財」に関する記載の利活用に向けた現状調査

 内閣府の教育プログラム掲載サイトにおける教育プログラムへのアクセスを改善
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教科書を活用した知財創造教育の推進①

教育現場が直面している現状（ 中央教育審議会答申＊を参考）
 教師の長時間勤務の状況は深刻
 学校における新型コロナウイルス感染症対策のための対応等により、教師の多忙化
に更に拍車がかかっているのではないかと懸念する声もある。

 「新学習指導要領の全面実施」、「学校における働き方改革」、「GIGAスクール構
想」という、きわめて重要な取組を加速・充実しながら、新しい時代の学校教育を実
現していくことが求められている。

知財創造教育を追加的に導入するのではなく、普段の授業の中で、
既にあるものを活用する視点が重要となる

教科書に記載の「知財」に関する部分を活用することにより、普段の授業で
知財創造教育（創造）教育を実践できるのではないか

＊）2021年１月16日中央教育審議会答申（https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf）

https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf
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※高等学校の新学習指導要領への変更はR４年度のため、今回は変更前の教科書を対象に調査を実施

東京書籍の教科書を対象として、知的財産に関連のある部分を収集・確認

東京書籍の教科書から抽出した知的財産に関連のある部分のリストおよび件数

 収集リスト（抜粋）  リストの内訳

新学習指導要領に、知的財産に関する内容が充実された
→ 教科書にも知的財産に関連のある記載が多く盛り込まれている
（東京書籍では、小学校：４教科18箇所 中学校：７教科29箇所）

教科書を活用した知財創造教育の推進②
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ウェブサイトにおける情報提供の改善①

＜検討委員会での意見等＞

 エクセル内の教材についてアクセスしやすくなるよう掲載方法を見直すべき

 文部科学省のホームページとも連携していくことが望ましいのではないか

 いろいろな知財教育に関わる団体があるので、ポータルサイトを作ってはどうか

アクセス数分析からの考察（前回検討委員会の再掲）
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ウェブサイト「知財創造教育に関する教育プログラム」
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizaikyouiku/program.html

• 「目次」を作成し各項目にサイト内リンク機能を付与
• 教育プログラムを学校段階ごとに整理

以前のレイアウト 変更後のレイアウト

ウェブサイトにおける情報提供の改善②

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/tizaikyouiku/program.html
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• 学校段階ごとに教科/学年の対応表を作成し、手間のかかる絞り込み操作を不要に
• 提供団体ごとの一覧を新たに掲載。教材をクリック表示（掲載のあるもの）

小学校向けの対応表（※中・高・高専についても
同様の対応表を掲載）

ウェブサイトにおける情報提供の改善③
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文部科学省「学校と地域でつくる学びの未来」のウェブサイトでは、
知財創造教育の教育プログラム（実施エリア、問合せ先など）を紹介

https://manabi-mirai.mext.go.jp/search_program/detail/001000.html

ウェブサイトにおける情報提供の改善④
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今後の取組（案）

教科書における「知財」の記載の利活用
 教科書協会のご協力のもと、他の教科書出版社に対して知財
の記載箇所を抽出し、リスト化

 知財の記載について、先生がどのように授業で取り上げているか
を確認

 確認結果から、利活用推進に向けた具体的な取組を検討

知財創造教育に関する教育プログラム掲載サイト
 アクセス数分析により、変更前と比較し、効果を検証
 検証結果をもとに更なる改善を検討

各取組は、普及実践WGでとりまとめたアクションプランに位置づけ



内閣府
知的財産戦略推進事務局

以上


	スライド番号 1
	前回の検討委員会からの進ちょく
	教科書を活用した知財創造教育の推進①
	教科書を活用した知財創造教育の推進②
	ウェブサイトにおける情報提供の改善①
	ウェブサイトにおける情報提供の改善②
	ウェブサイトにおける情報提供の改善③
	ウェブサイトにおける情報提供の改善④
	今後の取組（案）
	スライド番号 10

